















Consideration of Japanese Textbooks
and The Imprinting on Teachers’
Consciousness from the Perspective on
Developing Communicative Competence:
The Case of the Phrase ‘naide kudasai’
SEI Rumi
This study aims to ascertain whether the actual Japanese way of speaking
is reﬂected in Japanese language textbooks and to consider whether
Japanese teachers recognize actual Japanese way of speaking, focusing on
the phrase “naide kudasai”. The comparative pilot research involving
Japanese language teachers and persons concerned with medical care led
me to frame two hypotheses regarding use of the phrase ‘naide kudasai’;
the ﬁrst is that the contents of Japanese textbooks are “imprinted” upon
the consciousness of Japanese language teachers, the second is that the
real Japanese way of speaking is not evident in the contents of Japanese
textbooks. The following surveys and analyses were conducted in order
to examine the hypotheses: 1) A comparative survey concerning the
usage of ‘naide kudasai’ among 100 Japanese language teachers in Tokyo
and 100 non-teachers drawn from all other professional and non-profes-
sional sectors of society in Tokyo. 2) Analyses of the phrase ‘naide
kudasai’ in the top 8 Japanese language textbooks. 3) Analyses of the
usage of ‘naide kudasai’ in; 4 episodes of the famous television drama:
“Kita no kuni kara”, and in 7 of the “Otoko wa tsurai yo” ﬁlm series
during the 1990s. Both of these dramas have been long term successes
with Japanese audiences. Comparative study of the results of the sur-
vey and analyses led to the identiﬁcation of 9 different functions of the
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phrase ‘naide kudasai’. There were clear parallels between the functions
that the phrase would most commonly fulﬁll in the drama and ﬁlm and
in the usage by non-teachers. In contrast when used by teachers and in
textbooks, the phrase tended to fulﬁll different function, mostly of a less
emotional nature. The study proved the ﬁrst hypothesis possible and
the second hypothesis valid. This paper suggested that neither the
contents of Japanese language textbooks, nor the use of the phrase by











社会言語学者 Hymes が提唱した Communicative Competence の概念
(Hymes 1972) を、Canale と Swain が第 2言語教育の視点から文法能力、
社会言語能力、談話能力、方略能力の 4つで構成される能力 (Canale &
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仮説を実証的に検証することを研究目的とする。




なお、‘刷り込み’ は比較行動学者ロレンツが観察した ‘刻印づけ’ 現象
を指す用語であり(東 1996)、ある種の鳥類を仮親につけると一生仮親を親
として行動し、後の経験や再学習により訂正できない現象が臨界期に生じ






話等を比較したものに、受け身文を考察した迫田・西村 (1991)、‘断り’  を







































んなの日本語” “新日本語の基礎” “新文化初級日本語” “実力日本語”
“Situational Functional Japanese” “初級日本語げんき” “初級日本語新装版”
“Japanese for Busy People” の 8種類である。なお、算出する際、本冊の
みを取り上げ文法等の別冊分は含めなかった。また、ベスト 4までが 2分
























“北の国から” (以下 “北”)と代表的映画 “男はつらいよ” (以下 “男”)の
シナリオ(共に 90年以降を対象。“北” 4本 “男” 7本)を本研究分析対象と
して選択した。この 2作品における ‘な’ の使用と機能を分析する。
なお、シナリオ分析には、登場人物の関係性により ‘～するな’ ‘～ない
で(よ)’ ‘～するこたあねえよ’ 等の形式で表れた ‘な’、また ‘～しない
で、～して’ のように独立性の強い従属節の ‘な’ も含めた。
7コミュニケーション能力育成の視座から見た日本語教科書文例と教師の “刷り込み” 考
コーディングについて
上記 1) 2) 3)の調査から得られた質問紙回答文例、教科書導入文例、シ









じたが、その原因が、当初コーディング C を ‘話し手が相手に単純な物
理的行為を頼む’ とし、D を ‘話し手が相手にこうあってほしいと心情的
に願うこと’ としたことに起因することがわかった。そこで、C に ‘話し











禁じる。(例) 医者 : 今晩はお風呂に入らないで下さい。
(“みんな”、p. 139)
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5. 1)の結果は表 2、表 3のとおりである。表 2、表 3の は文例中に
使用された語彙や場面の共通性による類別であり、数字は 100文例中に占
める割合を示す。各表左端の大文字アルファベット (A～G)は、表 1 の
コーディングに基づいたコーディング分類を示す。各表の小文字アルファ
ベットは各文例のラベルであり、( )内は文例数を示す。
5. 2)の結果は表 4のとおりである。左から 2欄目の大文字アルファベッ
話し手が相手に単純な物理的行為を頼む。話し手の心理的























Functional Japanese”、“初級日本語げんき”、“初級日本語新装版” の 4種






表 6は、一般社会人文例、日本語教師文例、“男” “北” の各シナリオ分
類、教科書提出文例分類のコーディング結果である。それぞれのコード別
集計数とそれを円グラフ化したものである。
q 表 2の考察 : 年齢別、業種別の回答の差異は特にみられなかったた
め、ここには掲載しない。一般社会人の作成した文例では、‘気にす
る’ が全体の 3割弱を占め、次いで ‘気を使う’ ‘心配する’ ‘遠慮す
る’ の順に多かった。全体的にみると、コード E の配慮・気遣いは
71例と 7割強を占めている。次に不満・不快表示を表すコード F が
15例、願望・懇願表示のコード D が 8例の順に多い。表 3の日本
語教師作文例や表 4の教科書文例に多い注意喚起は 2例のみ、禁止表
現も 3例しか作られなかった。また、第 1発話者の ‘な’ 使用より、
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w 表 3の考察 : 日本語教師の作成した文例は、喫煙に関するものが 33
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全体をみると、関係性が明確な禁止表現コード B wも 8例あった
が、場面設定は医者と患者、教師と生徒のいずれかの関係であった。
配慮・気遣いを表すコード E は 5例みられたが、いずれも ‘な’ を
初出の学習項目とする課ではなく、初級後半の頁のダイアローグ内で
使用されているだけであった。また、約 9割の文例において第 1発話
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表 4. 教科書文例分類













ここで たばこを すわないでください。 
すわないでください。 





『実力』(上) 19 課 
『実力』(下) 
SFJ  Vol.1  8 課 
SFJ Vol.3  24 課 
げんき 8 課 
げんき   12 課 
初級日本語 10 課 
初級日本語 20 課 















r表 5の考察 : “男” においては ‘な’ 使用は全部で 41例あった。コー























異文化コミュニケーション研究 第 16号 (2004年)
16





コード Aの注意喚起、コード D の願望・懇願表示にも同様にみら
れる。





ド F の不満・不快表示はほぼ同数で、いずれも 20%強を占め、教科























例における ‘な’ 導入の課においては皆無であり、wの教師文例でも 1例
しかなかったことが 4つ目の共通点としてあげられる。5つ目に、eにお
いて教科書文例の約 9割で第 1発話者が ‘な’ を使用し第 2発話者が謝罪
や受容をする会話パターンがみられたが、wの教師文例においても、すべ
ての文例で同様のパターンがみられたことがあげられる。
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wでも触れたが、教師への質問紙の要求は “日常のコミュニケーション













以上のことから ‘な’ に関し、仮説 1は妥当である可能性が見出せた。



















































1) 本稿は平成 15年度日本語教育学会秋季大会(10月 11日、12日、於大阪大学)
において、‘コミュニケーション能力育成の視座から既存教科書文例と教師の
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コミュニケーション能力育成の視座から見た日本語教科書文例と教師の “刷り込み” 考
資料 1
調査質問紙
日本語教師用質問紙 :
教師養成講座を修了した日本語教育歴 2年以上の先生方にご協力をお願いいたし
ます。
日常のコミュニケーションでよく使われる ‘～ないでください’ を含む会話文を、
一往復か一往復半で、一分以内で書いてください。
a :
b:
(a :)
お手数ですが、以下の該当項目に◯をつけてください。
q〈性別〉 男・女
w〈年齢〉 二十代・三十代・四十代・五十代・六十代以上
e〈日本語教師歴〉 5年未満・5年以上 10年未満
10年以上 15年未満・15年以上
r〈主たる勤務先〉 民間機関(日本語学校、専門学校等)
大学機関
ご協力ありがとうございました。
一般社会人用質問紙 :
教職のご経験のない一般社会人の方にご協力をお願いいたします。
日常のコミュニケーションでよく使われる ‘～ないでください’ を含む会話文を、
一往復か一往復半で、一分以内で書いてください。
a :
b:
(a :)
お手数ですが、以下の該当項目に◯をつけてください。
q〈性別〉 男・女
w〈年齢〉 二十代・三十代・四十代・五十代・六十代以上
e〈職種〉 建設・金融・流通・不動産・製造・運輸通信・サービス
医療・自営・官公庁・その他( )
ご協力ありがとうございました。
